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本資料の目的 

● まちづくりの理念の共有 

● 提案型まちづくりルールの必要性の共有 

● 今後、まちづくり協議会でまちづくりルールづくりを進める際に参考と 

 なる基礎資料 



１. これまでのふりかえり 
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岸和田丘陵地区のまちづくり（案） 
～ 神於山と一体的に地域資源を活かしたまちづくり ～ 

•自然と調和し、緑の連続性を意識した”まち” 
•地域資源を活用する”まち” 
•丘陵地区全体での連携を意識した”まち” 
•自慢できる“まち”に 

農 

自然 

住 

工 

商 
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丘陵地区のまちづくりの理念（まちづくりを考える基本となる方向性） 

①丘陵地区の環境構造の原風景 

「自然と人の営みが一体となった環境」 
 

・神於山からの尾根筋や牛滝川の水系。 
・新旧牛滝街道、街道集落、谷筋の農地利用、 
 尾根筋の里山林利用。 

②丘陵地区の環境構造の現状 

「外環状線等による環境の分断」 
 

・里山林や農地の細分化。 
・放置林、竹林、休耕地の増加に伴う生態系の 
 変化。 

③丘陵地区のまちづくりに求められるもの 

「神於山と一体となった環境構造の再生」 
 

・神於山からの緑地の連続や水の流れの創出。 
・牛滝街道等の地域の歴史資産の保存・活用。 
・周辺地域との連携。 

・人や生き物が営む基盤となる環境の構造を大切にする。 
・地域に蓄積された時間や物語を大切にする。 
・人と人の連携から未来を創る。 

過去 現在 未来 

４ 

手のひらを 
広げたような 
神於山の尾根筋 



①丘陵地区の資源の保全と活用 

【自然、人文、人工等の様々な資源】 

②丘陵地区をつくるキーワード 

【こんなまちになったらいいなぁ】 

丘陵地区の基本コンセプト（まちづくりの基本となる方向性） 

【自然的要素】 
・神於山、牛滝川、春木川 
・クスノキ、ウバメガシ、コナラ等の植生や、 
 オオタカ、フクロウ、トンボ等の生態系 

【人文的要素（文化等）】 
・街道、里道、神社や祠、石造物、果樹園、 
 農地、ため池、周辺集落 
・「馬場台」「六万坊」等の旧字名、伝承 

【人工的要素】 
・蜻蛉池公園、道の駅、近畿職業能力開発大 
 学校等の施設 
・外環状線の交通アクセス 

【その他の要素】 
・神於山から大阪湾までの大眺望 

③丘陵地区の3つの基本コンセプト 

【持続可能な“まち”を創る】 

農地の背景にある神於山 牛滝川 

果樹園 菅原神社 

人々が元気で快適に生きがいを持って 
暮らせるまち 

 
地形を活かし、豊かな自然に溶け込むゆとり
のある住宅地の創出、地区の活性化につなが
る地域コミュニケーションの創出 

活力があり地域を輝かせる産業がある 
まち 

 
地域資源と有機的に連携できる企業の誘致、
農業基盤の強化と安全安心な農作物の提供 

地球と人にやさしい自然環境があるまち 
 
蜻蛉池公園や神於山との連携を考慮した自然
資産の保全と活用 

【交流・コミュニケーション】 
・地区内の様々な人のコミュニケーション 
・周辺集落の人とのコミュニケーション 
・健康 

【安心・安全】 
・食の安全、地産地消 
・防犯、防災 

【地域資源との連携・活用】 
・共存することによる相乗効果 
 ⇒地区内の資源循環、活性化、田園都市 
・付加価値の創造 

【共存・共栄】 
・持続的なまち 
 （時代背景や社会情勢に対応） 
・里山保全 

【仕組みづくり】 
・地域資源を活かした創造と発信をしていく 
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２. まちづくりルールの提案 

６ 



●規制型まちづくりルール 

・・・みんなが守らなければならない最低限のルール 

丘陵地区が目指すまちの基礎（規制型まちづくり＋提案型まちづくりへ） 

●提案型まちづくりルール 

・・・より良いものを目指す丘陵地区独自のルール 

・用途地区 
・敷地面積 
・建築物の大きさ 
・セットバック 
・緑化率など 

・みんなで共有すべきまちづくりの理想 
・配慮や心づかい 
・丘陵地区“らしさ”のアイデアなど 

コ
ン
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プ
ト
は
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ら
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・
・
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フクロウがいる 
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ち
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ー
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「規制型」だけでは、丘陵地区“らしさ” を実現する要素が不十分です。 

全ての人が守るルール 

大勢の人が守れば 
さらに良いものになる 
ルール 

【付加】 

全国どこへ行っても使える一般的なルール 

丘陵地区独自の“ここだけ”のルール 

７ 

内容は 
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①丘陵地区の理念や 

3つの基本コンセプト 
②コンセプト実現に必要な要素 

丘陵地区のコンセプト実現に向けて 

③各主体の行動指針（例） 

住民     農地や生態系に配慮したペットやゴミの管理 
商工業者 自然や営みに配慮した環境管理、交通動線の配慮 
農業者 自然や営みに配慮した農作業、安全安心な農産物の提供 
自然 適切な保全・活用・維持管理で、周辺の暮らしや営みに配慮 

【配慮と心づかい】 
・互いの生活環境、安全・安心への配慮 
 や心づかいがなされる“まち” 
・個々の景観だけでなく全体の景観にも 
 配慮や心づかいがなされる“まち” 

【“丘陵地区でなければ”という付加価値】 
・地区に関わるさまざまな主体が連携し、  
 地域資源が循環できる“まち” 
・周辺集落の構成要素や伝統の継承など 
 地域資産を活用する“まち” 

【自然との付き合い方】 
・トンボやフクロウ等の生態系や植生と 
 いった自然資産と共生できる“まち” 
・自然景観と調和し、神於山から広がる 
 尾根筋を活かして緑の連続性を再生す 
 る“まち” 

【マネジメント体制】 
・住、商、工、農、自然が共存・共栄し、 
 持続的に発展できる“まち” 

【３つの基本コンセプト】 

 
・人々が元気で快適に生きがいを 
 持って暮らせるまち 

 
・活力があり地域を輝かせる産業 
 があるまち 

 
・地球と人にやさしい自然環境が 
 あるまち 

ソフト 
面 

ハード
面 

ソフト 
面 

ハード
面 

ソフト 
面 

ハード
面 

ソフト 
面 

ハード
面 

住民 開放的な沿道空間、周囲に馴染み一体感を感じるまちなみ 
商工業者 周囲に馴染む建物や賑わい空間、沿道緑化のデザイン 
農業者 自然景観に馴染む付帯施設や柵、農道のデザイン 
自然    都市や農と馴染む林縁部や水路空間の維持  

住民   周辺の環境や集落のまちなみと馴染む樹種や素材の活用 
商工業者 主体同士の連携につながる賑わい空間の創出 
農業者   周辺との交流拠点の整備、伝統的里山景観の創出 
自然 神社や鎮守の森、石碑・地蔵等の地域景観や環境の保全 

住民 積極的な地元消費、竹材の活用、食物残さの堆肥化 
商工業者 農や自然素材（竹）とコラボした展開、地元雇用 
農業者 地域循環の要。住、商工へ農産物提供や技術指導 
自然 竹材の提供や、神於山、神社、石碑等の物語の継承  

住民  神於山の尾根筋の再生を意識して積極的に緑化 
商工業者 緑の連続性に配慮した緑化や賑わいの場の創出 
農業者 景観木や水系に配慮、斜面を活かした農地景観の整備 
自然   自然活用地を核として緑のネットワークを形成  

住民 雨水や自然エネルギーの利用、近隣のため池のトンボ保全 
商工業者 雨水等の利用、竹林・里山・保全林等の環境ＣＳＲ 
農業者 水系の保全・活用、周辺の生態系へ配慮した農法 
自然   貴重生物の周知と保全活動、環境学習等の活用  

住民 
商工業者 
農業者 
自然  

・まちづくり協議会への参加 
・マネジメント組織の整備と計画 
 （だれが、いつ、どこで、何をするのか、何が 
 必要か。10年先、20年先を見すえた計画） 
・外部に向けた積極的な情報発信 

【理念】 

 
・神於山と一体と 
 なった環境構造 
 の再生 

規制型まちづくり 

目指すまちの将来像実現へ向けた具体的なアイデア 

提案型まちづくり 

目指すまちの基礎 
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１．岸和田丘陵地区全体 ソフト面のアイデア（案） 
～「丘陵地区ならではの人々の連携」を目指して～ 
丘陵地区に関わるさまざまな主体が「農」を中心に連携し、地域資源が循環できるまちを目指しましょう。 

都市 

様々な主体が連携し、 
食やエネルギー等の 

地域資源が 

地区内を循環する 

森林、水系等の自然資源 
緑道の整備や、 
フクロウ等の生態 
系の保全活動 

ビオトープ等による 
環境学習や自然環境 
を活かしたレクリエ 
ーション 

整備で伐採された竹 

ボランティアやCSR等による 
里山の整備や維持管理活動 

神於山 

残さの堆肥化、 
ビニールハウスの 
熱源等への加工 

この地域で古く
から大切にされ
てきた神於山は、
丘陵地区のシン
ボルでもある 

ペレット等の熱源、竹紙、 
竹炭、食器、竹酢、家具、 
インテリア等への加工 

太陽や土、水などの 
自然の恵みを受けて 
農業を営む 

水資源の利用や、 
地域の気候を活かし 
た農法に取り組む 

周囲の生態系や 
自然環境へ配慮 
しながら農を営む 

自然環境や生態系に配慮 
した営みや、保全・活用 
に積極的に取り組み、 
地域資産として守り育む 

農をきっかけとして 
地域の自然資源が 
生きてくる 

農やバイオ関連企業 
と協働の加工品や 
開発や研究 学校給食への農産物提供、 

食育や郷土料理の発信 

地元産、地域ブランド 
へのこだわり 
安全安心の農産物の提供 

直売所や朝市など農を 
活かした賑わいづくり 

マルシェや
ガーデニン
グショップ 

菜園付住宅やクラインガルテン（市民 
農園）。営農者による技術指導 

地元産品の提供 

環境CSR 

積極的な地元消費 

木質ボイラー 

レストランや 
企業の社員食堂 
への農産物の提供 

食物残さの 
コンポスト化 
と農地利用 



２．岸和田丘陵地区全体 ハード面のアイデア（案） 

 住宅地  

 工業地  
 農地  

 商業地  
 自然活用地  

 農地  

 自然活用地  

 工業地  

 農地  

 商業地  

 自然活用地  

 自然活用地  

～「神於山と一体となった緑の連続性の再生」を目指して～ 
神於山から広がる尾根筋を活かして地区内の緑化に取り組み、緑の連続性を再生しましょう。 

 蜻蛉池公園 

先に  

大阪湾 

 神於山 10 

 農地  

 自然活用地  

【住宅地】 
神於山の尾根筋の再生を意識しながら、積極的に緑化する 
樹種は、郷土種や、周辺集落で用いられる樹種を参考にする。 

【自然活用地】 
神於山の尾根筋が保全される自然活用地を
核として「緑のネットワーク」を形成する 
周囲のゾーンでは、自然活用地の植生や生態に配
慮しながら緑の連続性を図る。 

【商・工業地】 
地区全体の緑の連続性に配慮した緑
化や、人々の賑わいの場を創出する 

菅原神社 

 積川牛神  

【農地】 
景観木や水系（ため池や水路
等）に配慮する 
斜面地形を活かして農地景観
を整える 

地域の歴史を伝え
る神社・石碑等を
緑地と共に保全 



３．住宅地のまちづくりアイデア（案） 
一体感のあるまちなみに配慮しながら、「神於山の尾根筋の再生」を目指して積極的に緑化しましょう。 

【住宅地の規制型ルール】 
・建築物の建ぺい率50% 
・高さ10m以下 
・壁面後退1m 
・緑化率20%以上 等 

【緑豊かな沿道づくり】沿道＝道路沿いの空間 

●建築物のセットバック部分に、樹木や花で緑化す
ると、みんなの共有空間（道）が緑であふれます。 
●緑化には、郷土種や周辺集落で用いられる樹種を
用いると地域になじみます。 
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【尾根筋の再生を意識した緑化】 
●神於山のかつての尾根筋が通る
場所を郷土種で緑化しましょう。 

【開放的な沿道づくり】 
●道路と敷地の高低差を、自然的な素材の法面や擁
壁にすると、沿道の圧迫感を緩和できます。 
●垣根や生垣に隙間やスリットをつくり透視性を上
げると、開放性を得られます。 
●住民の視線を感じる沿道は、犯罪防止にも繋がり
ます。 



例１. 丘陵地区らしさをもった 

開放的な沿道づくり 
例２.擁壁や法面の配慮 例３. 駐車スペースの配慮 
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住宅地のまちづくり事例（案） 

どのお宅にも必要であろう駐車スペース。地面
の緑化やカーポートのデザインに配慮すること
で、景観がより良くなります。 

擁壁や法面のデザインや積極的な緑化に取り組
みながら、道を歩く人に配慮しましょう。 

緑あふれる開放的な沿道となるよう配慮し、公
共の空間を豊かにしましょう。 

←道の雰囲気はまちのイ 
 メージそのもの。一般 
 的なブロック塀のまち 
 なみでは丘陵地区らし 
 さが感じられない。 

←周辺集落の外構デザイ 
 ン。 
 樹種や石垣の要素を活か  
 せば「らしさ」が出る。 

↑→開放性をプラスする。 

←一般的なコンクリート 
 擁壁。道を歩く人にとっ 
 ては、擁壁の圧迫感を感 
 じたり、無機質に感じた  

 りするまちなみ。 

←コンクリート擁壁を 
 セットバックさせた上 
 に緑で隠しているので、 
 敷地の高低差からくる圧 
 迫感はあまり感じられな 
 い。 

→セットバック 
 部を緑化させ 
 て法面をつく 
 る。 

→道から直接法面を 
 つくり緑化した事 
 例。道幅が広く感 
 じられる。 

←一般的なコンクリート 
 地面の駐車スペース。 

←コンクリート地面に石 
 や緑など、少し自然的な 
 要素を加えると、駐車ス 
 ペースの雰囲気が変わる。 

→落ち着いた色 
 合いのカーポ 
 ート。まちな 
 みに馴染む 
 カーポートを 
 選ぶ。 

→敷地の前面全てを
駐車スペースにして
いるものの、緑化や
自然的な素材で、雨
水が浸透する環境に
やさしいデザイン。 



４．商業地のまちづくりアイデア（案） 
緑の連続性に配慮しながら、「都市や農な様々な主体の交流拠点となる賑わい空間」を目指しましょう。 

【商業地の規制型ルール】 
・建築物の建ぺい率60% 
・高さ制限 
・壁面後退2m 
・緑化率10%以上 等 

【賑わい空間づくり】 
●沿道空間は賑わいの場として積
極的に活用しましょう。 
●地域の資源や人材を活かしたお
まつり、イベント等を実施し地域
の賑わいを創出しましょう。 

【緑の連続性やまちなみの連続性に配慮した沿道のしつらい】 
●開放的な沿道空間で人々を呼び込みましょう。 
●緑化には周辺景観と調和する郷土の樹種を用いましょう。 
●道路と敷地の高低差を緩和させる工夫として、法面の緑
化を積極的に進めましょう。 
●景観に馴染む看板や広告物のデザインとし、まちなみの
連続性を創出しましょう。 
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例１. 賑わいづくり 例２. 景観への配慮 
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商業地のまちづくり事例（案） 

賑わいづくりの一方で、周辺に馴染むよう景観
づくりにも配慮しましょう。 
看板や広告物のデザイン、人々が圧迫感を感じ
ない建物デザインなどに工夫が必要となってき
ます。 

地元農産物や地元ブランドの提供の場としての賑わいや、お祭り、イベントの実施で地域と連記した
賑わいを創出しましょう。 
人が集まる外部空間は積極的に緑化し、無機質感を感じさせない、憩いの場を創出しましょう。 

←↓直売所やマルシェ等で採 
 れたての農産物が得られる。 
 レストランで味わえるのは 
 地元の味。 

↓

道
を
歩
い
て
い
る
と
、
商
業
地 

 

の
賑
わ
い
に
つ
ら
れ
て
入
っ
て 

 

し
ま
う
、
沿
道
や
入
口
の
デ
ザ 

 

イ
ン
。 

↓お客さんのための広い駐 

 車場は緑化して雨水が浸 

 透するようにすると環境 

 にも優しい。 

←人々が集まり交流できる 

 場がある。 

→時にはイベントやお祭りで、 

 地域が一体となって盛り上 

 がる。 



５．工業地のまちづくりアイデア（案） 
地区全体の緑の連続性に配慮した緑化に取り組み、「緑豊かで自然環境と共生する工業景観」を目指しましょう。 

【工業地の規制型ルール】 
・建築物の建ぺい率60% 
・高さ30m以下 
・壁面後退2m 
・緑化率10%以上 等 

【環境・景観への配慮】 
●敷地内に、豊かな緑量を確保しましょう。 
●建築物の壁面に変化を付け、ボリューム
を小さく見せると道を歩く人が圧迫感を感
じません。 
●室外機は景観に配慮しましょう。 
●排水・排煙等を適切に処理し、周辺環境
に配慮しましょう。 
  ↓ 
●工場に対するイメージを良くすることで、
地域の人々に業務に対する理解や共感、親
しみを持ってもらえ、地域との連携が取り
やすくなります。 

【緑豊かな沿道空間】 
●緩やかな傾斜と緑化で、周辺環境と
道行く人々への心づかいを感じさせま
す。 
擁壁を造る場合は緑で隠しましょう。 
●周辺景観に馴染む看板やサインはま 
ちなみの連続性を創出します。 

【操業のアイデア】 
●地域資源（農、竹
材等）と連携した商
品開発や研究等の効
果も期待できます。 
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例１. 擁壁や法面のデザイン 例２. 地区内連携 
例３. 敷地内外の景観の維持管理や 

安全への配慮 

←
↓

敷
地
内
の
使 

 

い
方
が
管
理
不 

 

足
で
あ
っ
た
り
、 

 

緑
地
の
維
持
管 

 

理
が
な
さ
れ
て 

 

い
な
い
事
例
。 

↓

き
ち
ん
と
維
持
管
理
さ
れ
た
事
例
。 
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工場地のまちづくり事例（案） 

入植時にきれいに整えられた景観でも、維持管
理を怠るとまちなみの質が下がります。 
また周辺に商業地や住宅地があることから、大
型車の走行時は騒音や安全に配慮しましょう。 

地区内の自然資源（竹）や農業とのコラボレー
ションを図る等、丘陵地区独自の事業展開の可
能性にも積極的に取り組みましょう。 

広い敷地を持つ工場地では、敷地と道路の高低
差も大きくなります。緑化に取り組みながら、
沿道を歩く人にも配慮しましょう。 

←擁壁の壁面緑化で緑 
 のボリュームを感じ 
 させるデザイン。 

←↓CSR活動や農産物の加工、 
 木材の熱源利用等、様々な 
         可能性が 
         ある。 

→こんもりとした樹木で、 
 緑のボリュームを感じさ 
 せるデザイン。 

※参考：（仮）岸和田 Green Village構想 

←↓竹材の様々 

 な加工の可能 

 性。 

←法面の2段 
 構えで高 
 低差を緩 
 和させた 
 デザイン。 

↑樹木が少なく 
 すっきりとした 
 デザイン。 

→階段状の法面で 
 圧迫感を感じな 
 いデザイン。 



６．農地のまちづくりアイデア（案） 
農地には “地区内循環の要（かなめ）”としての重要な役割があります。 
自然環境に配慮しながら「丘陵地区の人と自然の営みの象徴としての農地景観」を目指しましょう。 
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【神於山からの斜面地形を活かし
た農地景観】 
●自然的な法面を創出しましょう。 
●景観木を活かしながら、景観を
創出しましょう。 

【農地の維持管理】 
●美しく整えられた付帯施設や農
機具は景観の質を向上させます。 

【里山景観に馴染みやすい農道】 
●農道は、土系効果舗装や脱色ア
スファルト舗装など周辺の里山景
観と馴染ませましょう。 
●水路の維持管理にも努めましょ
う。 

【その他のアイデア】 
●境界部に柵を設ける場合は周囲に馴
染む工夫をしましょう。 
●地元の石や季節の草花は里山的・文
化的な景観を創出しましょう。 
●周辺の人々と営農者が交流する拠点
をつくり活用しましょう。 
●安全安心の農作物を提供しましょう。 



例１. 地域の人たちとの交流の場づくり 例２. 里山景観づくり 例３. 農地や付帯施設の維持管理 
↓
→

付
帯
施
設
等 

 

の
適
切
な
維
持 

 

管
理
や
清
掃
に 

 

取
り
組
む
。 

←
↓

き
ち
ん
と
維
持 

 

管
理
さ
れ
た
付
帯 

 

施
設
や
石
積
み
、 

 

柵
に
よ
っ
て
美
し 

 

い
農
地
景
観
が
創 

 

出
さ
れ
る
。 

↓

里
山
的
景
観
に 

 

馴
染
み
や
す
い 

 

農
道
の
舗
装
や
、 

 

立
ち
入
り
防
止 

 

策
等
の
景
観
面 

 

の
工
夫
。 

↓

周
辺
の
自
然
景 

 

観
に
馴
染
む
農 

 

地
。 
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農地のまちづくり事例（案） 

農作業小屋やビニールハウス、農耕機等は営農
に欠かせません。 
維持管理に努めることで美しい農地景観を創出
できます。 

斜面地に棚畑的に農地がある際、周辺の里山的
景観に馴染むよう農道等を整備しましょう。 

農を中心とした地域循環に取り組むためには、
地域の人たちとの連携が欠かせません。 
生産者の顔の見える農業、農業に対するアドバ
イス等、交流を深める場づくりにも取り組みま
しょう。 

←↓交流の場を兼ねた休憩 

 スペースの設置や人々が 

 歩けるウッドデッキ等の 

 工夫。 

←

管
理
小
屋
兼
休
憩 

 

ス
ペ
ー
ス
。 

 

採
れ
た
て
の
農
産
物 

 

を
味
わ
え
る
。 

←

景
観
木
の
活
用 

 

等
、
自
然
的
な 

 

法
面
を
創
出
。 

↑

自
然
環
境
（
山
や 

 

水
系
）
や
田
ん
ぼ
、 

 

畑
、
神
社
、
景
観 

 

木
等
の
様
々
な
要 

 

素
が
調
和
し
て
里 

 

山
景
観
が
形
成
さ 

 

れ
る
。 

↓防災農地の例。様々 

 な人との連携が災害 

 に強いまちを創る。 



７．自然活用地のまちづくりアイデア（案） 
自然活用地は、丘陵地区の「緑のネットワーク」の形成や、生物多様性を保全する上で特に重要なエリアです。 
身近な自然を守り、親しみ、活用する「人と自然の共生の場」を目指しましょう。 

【保全のアイデア】 
●オオタカやフクロウ、トンボ等の生態系
や、郷土の植生を保全するために森やため
池を整備しましょう。 
●案内板や学習会等で貴重な生物を周知し、
保全への意識を高めましょう。 
●地区内・地区外が協働で、神於山を基盤
とした丘陵地区の自然環境を守りましょう。 
●神於山や神社、石碑等の物語を継承し、
地域資産として保全しましょう。 

【活用のアイデア】 
●竹林や里山、水系（ため池やビオトー
プ）等の自然環境を活かしたレクリエー
ション、イベント、ワークショップを行
い、自然を楽しみましょう。 
●環境学習、環境保育で自然に親しみま
しょう。 
●他地域と連携を取りながら竹林の管理
と竹材を活用した取り組みをしましょう。 
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例２. 貴重生物保全のための里山管理 例３. 自然環境を活用した学びの場 
例１. 「緑のネットワーク」を形成する 

核となる 

↑

神
於
山
か
ら
の
尾
根
筋
と
神
社
、 

 

自
然
活
用
地
（
緑
の
破
線
）
の 

 

位
置
図
。 

↓

環
境
学
習
や
親
水
空
間 

 

と
し
て
整
備
さ
れ
た
ビ 

 

オ
ト
ー
プ
。 

↓

周
辺
の
自
然
景 

 

観
に
馴
染
む
農 

 

地 
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自然活用地のまちづくり事例（案） 

自然活用地は、主に神於山から広がる尾根筋に
あり、「緑のネットワーク」を形成する核とし
ての役割があります。 
神於山や神社や石碑など、丘陵地区の歴史を今
に伝える地域資産を活かしながら環境づくりに
取り組みましょう。 

自然環境の保全や竹材等の自然素材を活用する
ためには、まず自然に親しみを持つことが重要
です。環境学習やレクリエーション等で大人も
子供も楽しむ機会をつくりましょう。 

丘陵地区にはオオタカやフクロウ、トンボなど、
里山ならではの様々な生物が生息しています。 
里山の生態系を保全するために、里山やため池
の環境保全に積極的に取り組みましょう。 

↑理想的な里山の姿。 
 柴刈りをして林の中に光が入るようにする必要がある。 

↑→ネイチャーアー 

 トで自然を楽しむ。 

↑

「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」 

 

で
自
然
に
触
れ
た
り
、 

 

農
業
体
験
を
す
る
子 

 

ど
も
た
ち
。 

→↓生物の住処を保全 

 するため、専門家の 

 指導のもと、里山や 

 ため池の管理を行う。 

↑神於山 ↑菅原神社 



８．まち育てのアイデア（案） 
住、商、工、農、自然等、地区に関わる全ての人はまちづくり協議会に参加し、これからまちを育てていきます。 
まちを良くするアイデア出しや、対話によって問題・課題の解決、更に外に向けて地域の良さを発信しながら、 
“自慢できるまち”を育てていきましょう。 

まち育ての基盤となる 

組織を整える 

まちを更に良くするために 

学び、考え、話し合う 

多くの人に知ってもらい、盛り上げるために 

情報を発信し共有する 

↓

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
地
域
の
情
報
を
発
信
す
る 

 

事
例
。
（
兵
庫
県 

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
舞
多
聞
） ↓

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
活
動 

 

掲
載
し
、
住
民
の
情
報
共
有
の
場
と
も
な
る
。 

↓

ま
ち
づ
く
り
や
家
づ
く
り
に
つ
い
て
専
門
家
か
ら 

 

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
居
住
希
望
者
。 

↓

居
住
を
希
望
す
る
人
た
ち
が 

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
意
見
を 

 

出
し
合
う
。 

まちづくりを進めるうえで、マネジメント組
織が必要となってきます。 
 ・だれが、いつ、どこで、何をするのか、 
  何が必要か 
 ・資金 
 ・10年先、20年先を見すえた計画等 
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↓

丘
陵
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
理
念
。 

 

理
念
や
コ
ン
セ
プ
ト
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
か
、
様
々
な
人
が 

 

集
ま
り
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
く
。 



客体 
主体 住 商 工 農 自然 全体 

住 

【ゾーン内での連携】 
●コミュニティイベント、サークル活動等への
積極的参加 
●声かけ運動や防犯パトロール、防災訓練等で、
安全安心への配慮 
【ゾーン内での配慮・心づかい】 
●ゴミの管理やペットマナー、騒音等、互いの
暮らしへの配慮 
●個々のプライバシーの確保 

【連携】 
●積極的な地元消費 

 
【配慮・心づかい】 
●アドプトフォレス
トへの理解と協力 

【連携】 
●社宅・寮 

 
【配慮・心づかい】 
●アドプトフォレストへ
の理解と協力 

【連携】 
●積極的な地元消費 
●地野菜レシピの発信 
●食物残さの堆肥化と
農地利用 

 
【配慮・心づかい】 
●ゴミの適正な管理 
●ペットマナー 

【連携】 
●竹材の活用（エネルギー、景観要素とし
て等） 
●雨水の活用（緑地への散水等）による水
資源の節約 
●自然エネルギー（太陽光等）の活用 
●近隣のため池のトンボ保全活動 
【配慮・心づかい】 
●ゴミの適正な管理で野生動物に配慮 

【連携】 
●地産品の積極的消費と生活への利活
用 
●地域の取り組み、イベントへの積極
的参加 

 
【配慮・心づかい】 
●連携・創造のまちづくりに対する意
識づけ 

商 

【連携】 
●ガーデニング、農園関連のショップ 
●雇用機会 
【配慮・心づかい】 
●買い物客の動線の安全性に配慮 

【ゾーン内での連携】 
●協働の賑わいづく
り 
【ゾーン内での配
慮・心づかい】 
●互いの賑わいづく
りへの配慮 

【連携】 
●地元企業の地元商品の
取り扱い 

 
【配慮・心づかい】 
●操業に配慮した賑わい
の程度 

【連携】 
●地元農産品の取り扱
い、販売ルートの拡大
サポート 

 
【配慮・心づかい】 
●夜間照明による作物
の育成への配慮 

【連携】 
●環境CSR（竹林の伐採、搬出、里山・保全
林の保全活動等） 
●雨水の活用（散水、災害時の飲料水等）
による水資源の節約 
●自然エネルギー（太陽光等）の活用 
【配慮・心づかい】 
●夜間照明による生態系への配慮 

【連携】 
●地産品を活かした賑わいづくり（地
域のお祭り、イベント） 
【配慮・心づかい】 
●排気・排水・廃棄物・騒音・悪臭等
を適正に管理 
●業務用搬送車両（大型車等）等の通
行時間、動線、スピードの配慮 

工 

【連携】 
●雇用機会 

 
【配慮・心づかい】 
●お祭り・イベント等への参加で積極的に交流
し、互いの理解を深める 
●積極的な緑化、環境づくりでイメージアップ
を図る 

【連携】 
●商品開発、マーケ
ティングのコラボ
レーション 

 
【配慮・心づかい】 
●商業地に接して緑
地を配置するなど、
賑わいづくりに配慮 

【ゾーン内での連携】 
●協働のプロジェクトや
コラボレーション 
【ゾーン内での配慮・心
づかい】 
●互いの操業への配慮 

【連携】 
●地元農産物の加工品
等の商品の開発と外部
へのアピール 

 
【配慮・心づかい】 
●夜間照明による作物
の育成への配慮 

【連携】 
●環境CSR（竹林の伐採、搬出、里山・保全
林の保全活動等） 
●雨水の活用（散水、災害時の飲料水等）
による水資源の節約 
●自然エネルギー（太陽光等）の活用 
【配慮・心づかい】 
●環境負荷の少ない事業活動への取り組み 
●夜間照明による生態系への配慮 

【連携】 
●地産品や人材を活かしたブランド商
品開発 
●給食センターの多面的機能 
【配慮・心づかい】 
●排煙・排気・排水・廃棄物・騒音・
振動・悪臭等を適正に管理 
●業務用搬送車両（大型車等）等の通
行時間、動線、スピードの配慮 

農 

【連携】 
●生産者の顔が見える安全安心の農産物の提供、
新規住民・高齢者への会員制サービス 
●農業体験、農アドバイザー 
●食育、郷土料理の発信 
●交流スペース 
●学校給食への農産物提供 
【配慮・心づかい】 
●農作業（時間帯、農薬散布、機械音等）の配
慮や事前周知 
●害獣対策の電気網、罠の周知等、安全性への配慮 
●「地元産」へのこだわり 

【連携】 
●直売所、出前朝市、
マルシェ 
●地野菜レストラン 
●農イベントによる
賑わいの創出 
●災害時の炊き出し 
 
【配慮・心づかい】 
●商業者およびお客
さんに対する農作業
の配慮や事前周知 

【連携】 
●農業・バイオ関連企業と
の協働（スマートアグリプ
ロジェクト）、地域ブランド 
●里山クラインガルテン
（市民農園） 
●社内食堂等への地元農
産物の活用 
【配慮・心づかい】 
●農業と工業の共存のた
めの話し合いと、お互い
への理解。積極的交流 

 
 
 
 
【ゾーン内での連携】 
●共同出荷等の協働の
営農組織 
●農産品ブランド 
【ゾーン内での配慮・
心づかい】 
●互いの営農への配慮 

【連携】 
●水資源（雨水・溜池）の農作業利用と 
●アドプトフォレスト、農と自然と人の交流会 
●岸和田丘陵ファンクラブの設立 
●農と里山ボランティアの育成 
●地域の気候を活かした農法、生態系に配
慮した農法 
 
【配慮・心づかい】 
●ため池の生態系への配慮と、水路の護
岸・林縁部植生の再生 

【連携】 
●地域循環の要としての役割 
●地産地消 
●岸和田丘陵ファンクラブの設立や、
農と里山ボランティアの育成等の農を
通したコミュニケーション 
●防災農地 
【配慮・心づかい】 
●トラック、農耕機等の交通安全 
●農作業や農薬散布に伴う土壌・排
水・廃棄物・騒音・振動・悪臭等を適
正に管理 

自
然 

【連携】 
●竹材の提供・活用（エネルギー、竹アート） 
●ネイチャースクール、環境保育・学習、観察
会 
●ビオトープ、牛滝川・春木川水系の小川の親
水空間 
●森林浴 

【連携】 
●竹材の提供・活用
（竹イベント、竹
アート） 

【連携】 
●竹材の提供・加工（竹
紙、竹細工、竹パウダー、
竹炭、竹食器、竹酢、家
具・インテリア、おも
ちゃ等） 
●木質ボイラー 
●ツリーハウス 

【連携】 
●竹材残さの堆肥化 

【ゾーン内での連携】 
●互いの自然環境、生態へ配慮した活用、
イベント実施等 
【ゾーン内での配慮・心づかい】 
●互いの自然環境、生態へ配慮した保全活
動 

【連携】 
●貴重種（オオタカ等）の周知と保全活動 
●観光（フクロウウォッチング、神於
山緑道ツアー等） 
●シンボルとしての神於山や神社・石
碑等の物語、語り部の継承 
【配慮・心づかい】 
●適切な保全・維持管理を行い、暮ら
しや営みに配慮する 

丘陵地区らしさを考える際の事例集（案） 

【丘陵地区でなければ】地域資源の循環、連携、地域の伝統の活用 
【自然との付き合い方】 
【配慮・心づかい】互いの生活への配慮 

★農が中心と 
なって取り組む 

★各主体から自然環境に 
対して配慮がなされる 

・・・このほかにもアイデアがあるはず 
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